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「私にとっての認知症がある人の介護家族の会」メッセージ集 

 

共生社会の実現を目指すための認知症基本法が成立し、誰もが尊厳を保ち希望を持って

暮らすことができる地域社会を目指すため、認知症のある人の声を尊重し、「新しい認知症

観」*¹に基づき施策を推進していくことが求められています。そのためには誰もが認知症

になる可能性があることを前提に、ひとりひとりが「じぶんごと」として認知症を正しく

理解できるようにしていくことが大切です。 

今回、認知症がある人を介護する家族が集まる介護家族の会の皆さまからのメッセージ

を集めました。 

介護家族の会は、家族の介護をする人が集まって安心できる雰囲気の中で、悩みや不安

を話すことができる場です。また、介護についての様々な情報交換もしています。 

介護をする人こそ、自分自身のことを大切にし、サポートを受ける必要があります。 

同じような立場の人が仲間同士で助け合う介護家族の会のピアサポート*²は多くのご家

族の支えとなってきました。 

介護家族の会は、介護する家族を支えることを通じて、認知症のある人へのよりよい介

護を支えています。 

多くのご家族が、家族会についての思いをメッセージにしてくださいました。ひとつひ

とつのメッセージから、これから「じぶんごと」として認知症に出会っていく私たちがよ

り暮らしやすい地域社会を考えていくためのヒントが得られると思います。 

１人でも多くの方にこれらのメッセージにふれていただければ幸いです。 

今回、区内の認知症介護家族の会にご協力いただきました。メッセージの収集に奔走い

ただいた方、口伝えに企画にご賛同いただきメッセージをお寄せくださった方、多くの方

の心温かいご協力に心より感謝申し上げます。 

 

*¹新しい認知症観…認知症になったら何もできなくなるのではなく、認知症になってから

も、一人一人が個人としてできること・やりたいことがあり、住み慣れた地域で仲間達と

つながりながら、希望をもって暮らし続けることができるという考え方 

*²ピアサポート…同じような経験や境遇の人々がお互いに支え合うこと 

令和７年９月 高齢者支援課 


























